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新さっぽろ献血ルームご案内

①１０:００～１３:００ ②１４:００～１８:００【献血受付時間】
※①北海道赤十字血液センターＨＰより転載　※②献血バスの運行予定は、変更になる場合がございますので、直近の予定は北海道赤十字血液センターＨＰにて必ずご確認ください。
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献血状況

 A 型 と O 型と
AB型が不足し
困ってます！

Ｄｕｏ( デュオ )1 地下１階厚別中央２ー５ 休憩スペースにはパンやクッキー、
お菓子などをご用意。 キッズスペースも
充実！安心して献血できます。

７月１８日(木)     １２:３０～１３:１５　新さっぽろ年金事務所　厚別中央２条６丁目４－３０　

　

  明治から大正にかけて厚別を開拓した一人、阿部仁太郎の功績をたど

ってきました。図1は阿部家ご子孫所蔵の古図面です。「阿部農場関係書

類　昭和九年整理」という表題の綴りに含まれているもので、目次によると

「厚別水田実測図　昭和八年度　安藤近藤測量」の一枚です。上下を逆

さにしましたので、元図の文字は下から上に書かれています。わかりやす

くするため、それぞれの箇所に加筆し、方位を右上に示しました。

　この図面はどのあたりを描いたものでしょうか。その場所を推測しました。

図2は1961（昭和36）年の空中写真（国土地理院サイト）です。図1に描かれ

ている一帯を赤い□で囲みました。現在の国道12号が三里川をまたぐあた

りです。三里川の両岸にかけて、水田が写っています。昭和30年代、市営

住宅ひばりが丘団地が造成されましたが、周辺にはまだ水田が広がってい

ました。

　図1は、昭和初期にこのあたりで農場を経営していた阿部家の水田の面

積を計測したものと思われます。川らしき線が3本描かれていて、真ん中の

太い線が三里川です。水平方向に通じている茶色の太い線には「國道」と

書かれています。国道12号です。

　この図が興味深いのは、右方に池が描かれていて、「養魚」と「垂(原文マ

マ）蓮池」と記され、その左右に「公園」と書かれていることです。赤い矢印

を付けた先に小さな字で「旭町公園」と書かれています。ご子孫や当時を

知る方の話では、「阿部公園」とも呼ばれ、昭和30年代まではあったようで

す。池は湧水だったと伺いました。三里川が削った崖線に沿って水が湧い

ていたものとみられます。「公園」と称したのは、阿部仁太郎（末注）がこの

あたりの住民（小作者や賃借者）にも開放して、憩いの場としていたのでし

ょう。行政が設けた公園は自治体史や郷土史の文献にも記録されています

が、篤志家が地域のために開いた私設の庭園のことはあまり知られていま

せん。旭町公園（阿部公園）は、厚別における住民の行楽地の先駆けだっ

たのではないでしょうか。　　　　　　　　　　　（地域史研究者　杉浦正人）

　　　　図1：厚別水田実測図 1933（昭和8）年（阿部家所蔵史料から）

図2：空中写真 1961（昭和36）年（国土地理院サイトから）
　　　　　赤い□で囲ったところが図1の一帯　

＃34　ひばりが丘 ⑦ 厚別旭町にあった私設公園

注：昭和初期は阿部家の三代目初太郎の時代だが、初太郎も父仁太郎の名を襲名した。


